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私
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
西
宮
市

で
西
宮
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
Ｎ

Ｖ
Ｎ
）の
設
立
か
ら
、
日
本
災
害
救
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｎ
Ｖ
Ｎ
Ａ

Ｄ
）
設
立
へ
の
間
に
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
米
国

の
民
間
防
災
活
動
の
現
状
視
察
や
、
日
米

災
害
救
援
民
間
協
定
の
調
印
式
に
参
加

し
た
後
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
引
退
し
て

災
害
研
究
所
を
設
立
し
ま
し
た
。

１
９
９
９
年
に
国
土
庁
（
現
内
閣
府
）

の
業
務
で
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
全
国
大

会
を
開
催
し
、
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

き
っ
か
け
つ
く
り
に
関
わ
り
、
そ
の
後
、

21
回
の
国
内
外
の
災
害
に
お
け
る
被
災

地
支
援
活
動
と
、
国
や
都
道
府
県
市
町

村
で
の
２
０
０
０
回
を
超
え
る
研
修
や
訓

練
の
経
験
か
ら
、
客
観
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
観
て
き
ま
し
た
。

現
在
は
、
島
原
の
旭
氏
、
神
戸
の
村
井

氏
、
名
古
屋
の
栗
田
氏
等
に
代
表
さ
れ
る

よ
う
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
将
来
を

託
せ
る
人
材
が
育
ち
、
指
定
公
共
機
関
以

外
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
企
業
・
地
域
団
体
等
の

大
き
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
見
え
て
き
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
欧
米
の
よ
う
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
が
、
ま
だ
日
本
人
の
日
常
生
活

に
馴
染
ま
な
い
と
感
じ
る
の
は
何
故
で

し
ょ
う
か
。
そ
の
理
由
は
、
誰
で
も
参
加

で
き
る
法
制
度
や
資
金
等
の
社
会
環
境

が
整
っ
て
い
な
い
こ
と
と
、
率
先
し
て
行

動
す
る
こ
と
に
腰
が
引
け
る
、
集
団
行

動
で
な
け
れ
ば
安
心
で
き
な
い
と
い
っ
た
、

日
本
民
族
の
同
調
性
の
バ
イ
ア
ス
と
い
う

Ｄ
Ｎ
Ａ
が
邪
魔
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

今
世
紀
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
明
確
な

位
置
づ
け
が
で
き
な
け
れ
ば
、
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
や
首
都
圏
地
震
が
起
こ
っ
て

も
、
国
民
一
致
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
息

切
れ
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
か
と
危
惧
し

ま
す
。

災
害
ボ
ラ
ン
ティ
ア
活
動
の
推
移

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
者
数
は
、
２
０
１
１
年
の
発

災
当
時
に
96
万
人
と
い
う
大
人
数
と
な

り
ま
し
た
が
、
翌
年
に
は
26
万
人
と
激
減

し
、
３
年
目
は
19
万
人
、
４
年
目
は
８
万

人
と
い
う
こ
と
で
、
参
加
者
数
は
減
っ
て

い
ま
す
が
、
息
長
い
活
動
が
続
い
て
い
ま

す
。ま

た
、
熊
本
地
震
で
は
、
２
０
１
６
年

４
月
の
発
災
か
ら
の
１
年
間
で
延
べ
参
加

者
数
は
12
万
人
と
な
り
ま
し
た
が
、
２
か

月
過
ぎ
か
ら
、
急
激
に
参
加
者
が
減
り
、

活
動
の
内
容
に
大
き
な
変
化
が
現
れ
て
い

ま
す
。
現
在
は
、
長
引
く
復
興
に
耐
え
る

仮
設
住
宅
入
居
者
の
支
援
に
、
地
元
の
人

た
ち
を
中
心
と
し
た
地
道
な
活
動
が
続
い

て
い
ま
す
。

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
推
移
を
振
り

返
っ
て
み
る
と
、
平
成
７
年
の
阪
神
・
淡

路
大
震
災
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
元
年
と

呼
ば
れ
た
よ
う
に
、
大
都
市
で
の
地
震
と

い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
全
国
か
ら
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
被
災
地
に
続
々
と
集
ま
っ
た
の

で
す
が
、
そ
の
活
動
の
調
整
の
仕
組
み
が

整
っ
て
お
ら
ず
大
混
乱
を
生
じ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
経
験
か
ら
、
災
害
対
策
基
本
法

ボランティア活動の現実と将来
～災害ボランティアは成長し続けられるか～
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に
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
防
災
環
境
の

整
備
に
努
め
る
」
こ
と
が
明
記
さ
れ
ま
し

た
。
平
成
16
年
は
、
新
潟
・
福
島
豪
雨
、

福
井
豪
雨
、
新
潟
県
中
越
地
震
と
、
大
規

模
な
災
害
が
続
き
、
１
年
間
で
87
件
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
Ｖ
Ｃ
）
が
開
設
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
全
市
町
村
の
社
会
福
祉

協
議
会
が
災
害
Ｖ
Ｃ
を
運
営
す
る
こ
と

が
定
着
し
、
全
国
市
町
村
の
地
域
防
災

計
画
に
も
反
映
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
あ
た
り
か
ら
、
様
々
な
災
害
を

通
じ
て
、
避
難
生
活
の
長
期
化
等
に
よ
り

被
災
者
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
が
難
し
く
な
っ

て
き
て
お
り
、
Ｖ
Ｃ
を
通
さ
ず
被
災
地
で

独
自
の
行
動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
が
出
て
く
る

の
も
特
徴
的
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
23
年

の
東
日
本
大
震
災
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
が
参
加
人
数
だ
け
で
な
く
、ニ
ー
ズ

の
多
様
化
が
進
み
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・

企
業
な
ど
の
様
々
な
主
体
が
被
災
地
で
多

数
活
動
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
平
成

25
年
の
災
害
対
策
基
本
法
改
正
で
、
よ
う

や
く
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携
」が
規
定

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
調
整
す
る
〝
中
間
支

援
機
能
〞
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
す
が
、こ
の
頃
災
害
現
場
で
は
、
そ
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
機
能
の
重
要
性
は
認

識
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
28

年
の
熊
本
地
震
で
は
後
述
の
よ
う
に
、「
火

の
国
会
議
」を
立
ち
上
げ
、行
政
・
Ｖ
Ｃ
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
が
連
携
・
協

働
し
た
活
動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
平
成
29
年
７
月
の
九
州
北
部
豪
雨
で

は
、
行
政
・
Ｖ
Ｃ
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
及
び
多
様
な
主
体
が
連
携
し

て
、
よ
り
良
い
被
災
者
支
援
を
行
う
体
制

が
模
索
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

熊
本
地
震
の

ボ
ラ
ン
ティ
ア
活
動
の
分
析

Ｎ
Ｐ
Ｏ
全
国
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援

団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｊ
Ｖ
Ｏ
Ａ
Ｄ
）
の

代
表
理
事
で
あ
る
栗
田
暢
之
の
論
文
を

引
用
し
て
紹
介
し
ま
す
が
、
熊
本
地
震
で

は
、
官
（
国
や
県
の
行
政
）
と
民
（
Ｊ
Ｖ

Ｏ
Ａ
Ｄ
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
く
ま
も
と
等
）に
よ
る

「
火
の
国
会
議
」
が
発
足
し
て
、
誰
で
も

参
加
で
き
る
オ
ー
プ
ン
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
ス
テ
ー
ジ
が
で
き
た
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
。
Ｊ
Ｖ
Ｏ
Ａ
Ｄ
に
よ
っ
て
分
類
さ

れ
る
援
の
ジ
ャ
ン
ル
は
、
14
種
類
に
な
り
、

医
療
、
レ
ス
キ
ュ
ー
、
要
援
護
者
支
援
、

外
国
人
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
支
援
、
炊
き
出

し
・
食
事
の
提
供
、
瓦
礫
撤
去
や
家
屋

の
清
掃
、
調
査
・
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
物
資

配
布
・
輸
送
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
、
災

害
Ｖ
Ｃ
支
援
、
避
難
所
・
在
宅
避
難
者

の
生
活
環
境
の
改
善
、
子
ど
も
や
子
育

て
世
代
へ
の
支
援
、
支
援
団
体
間
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
、資
金
助
成 

と
な
っ
て
い
る
。

２
０
１
８
年
３
月
現
在
の
Ｊ
Ｖ
Ｏ
Ａ
Ｄ
会

員
は
、
カ
リ
タ
ス
ジ
ャ
パ
ン
、
救
世
軍
、
国

際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
、ジ
ャ
パ
ン
・
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
、
情
報
支
援
レ
ス
キ
ュ
ー

隊
、
震
災
が
つ
な
ぐ
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
、
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
、
チ
ー
ム
中

越
、
中
央
共
同
募
金
会
、
東
京
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
難
民
を
助
け

る
会
、
日
本
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
、
日
本
生

活
協
同
組
合
連
合
会
、
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー

ラ
ボ
、
日
本
青
年
会
議
所
、
日
本
赤
十
字

社
、
日
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
同
盟
、パ
ー
ソ
ナ
ル
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
東
日
本
大
震

災
支
援
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
福
祉
防
災

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
会
、レ
ス
キ
ュ
ー
ス
ト
ッ

ク
ヤ
ー
ド
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
熊
本
地
震
に
お
い
て
、「
火
の
国

会
議
」
で
熊
本
県
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

要
望
さ
れ
た
支
援
の
内
容
は
、

① 

６
０
０
か
所
以
上
の
避
難
所
へ
の
、

運
営
・
管
理
の
協
力

② 

避
難
所
へ
の
物
資
の
移
動
手
段
や
マ

ン
パ
ワ
ー
の
協
力

③ 

行
政
と
連
携
の
共
有
会
議
の
開
催

と
い
う
こ
と
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
側
か
ら
の

県
へ
の
要
請
内
容
は
、

① 

避
難
所
リ
ス
ト
と
地
図
デ
ー
タ
を
共

有
す
る

② 

県
内
で
活
動
す
る
団
体
等
と
、
状
況

共
有
・
意
見
交
換
を
行
う

③ 

県
庁
内
に
情
報
共
有
で
き
る
会
議
ス

ペ
ー
ス
を
設
け
る

④ 

各
市
町
村
に
て
行
政
、
社
協
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
共
有
場
所
を
設
け
る

⑤ 

県
の
腕
章
を
借
り
て
市
町
村
で
活
動

で
き
る
よ
う
に
す
る

⑥ 

民
間
か
ら
の
物
資
の
拠
点
を
県
が
造

る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

ボランティアによる救援物資の配送
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災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
社
会

福
祉
協
議
会
の
運
営
で
す
が
、
都
道
府
県

レ
ベ
ル
で
初
め
て
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

と
連
携
し
た
こ
と
で
、
早
い
段
階
か
ら
支

援
が
可
能
に
な
り
、ノ
ウ
ハ
ウ
が
広
が
っ
た

と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
雲
仙
普
賢
岳
の

噴
火
か
ら
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
経
て

育
っ
て
き
た
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」

が
、
よ
う
や
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
成

果
を
生
む
時
代
が
期
待
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

民
間
と
の
連
携
に
よ
る

支
援
の
課
題

熊
本
県
受
援
計
画
報
告
書
に
よ
る
と
、

受
援
対
策
の
課
題
と
し
て
次
の
よ
う
な
点

が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

① 

一
部
市
町
村
で
物
資
集
積
拠
点
が
確

保
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
、
物
資
集

積
拠
点
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
民
間

委
託
を
検
討
す
べ
き
。

② 

被
災
者
の
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
つ
い
て

い
け
な
い
と
い
う
反
省
で
、
小
ロ
ッ

ト
・
多
品
種
の
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
策

を
業
者
と
協
議
が
必
要
。

③ 

協
定
企
業
が
被
災
し
た
た
め
物
資
供

給
が
困
難
に
な
っ
た
こ
と
で
、
関
係

部
署
と
物
流
企
業
の
一
体
化
し
た
専

門
チ
ー
ム
を
編
成
す
べ
き
。

④ 

物
資
の
仕
分
け
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
く
、

大
量
の
物
資
が
滞
留
し
た
こ
と
で
、

物
資
集
積
拠
点
を
分
散
化
配
置
と
民

間
倉
庫
の
活
用
を
検
討
す
べ
き
。

⑤ 

救
援
物
資
の
生
鮮
品
の
受
け
取
り
に

苦
慮
し
た
こ
と
で
、協
定
外
の
物
資
受

入
れ
と
供
給
の
体
制
を
作
成
す
べ
き
。

⑥ 

社
会
福
祉
協
議
会
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

窓
口
の
負
担
が
大
き
い
こ
と
に
対
し

て
は
、
民
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
協

働
を
測
る
べ
き
。

こ
の
よ
う
に
、
受
援
計
画
の
策
定
が
な

ぜ
急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
が
、
よ

く
わ
か
る
報
告
書
に
な
っ
て
お
り
、
災
害

経
験
の
無
い
自
治
体
で
は
な
か
な
か
理
解

で
き
な
い
問
題
に
思
わ
れ
ま
す
。

読
め
な
い
ボ
ラ
ン
ティ
ア
の
将
来

東
日
本
大
震
災
・
熊
本
地
震
・
九
州

北
部
豪
雨
で
、
先
が
見
え
な
い
被
災
地
の

支
援
を
続
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
人
も

資
金
も
減
り
な
が
ら
も
、
地
域
に
溶
け
込

む
が
、マ
ス
コ
ミ
も
周
年
に
な
ら
な
い
と
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
な
い
の
が
現
実
で
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
活
動
の
後
方
支
援
の
必
要
性

を
も
っ
と
理
解
し
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、

地
方
か
ら
駆
け
つ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

イ
ベ
ン
ト
が
終
わ
る
よ
う
に
、
時
が
来
て

引
き
上
げ
る
と
批
判
す
る
が
、
偽
善
者
と

言
わ
れ
て
も
、
何
も
せ
ず
批
評
す
る
似
非

評
論
家
よ
り
、
参
加
す
る
だ
け
素
晴
ら
し

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
こ
ろ
で
、
首

都
圏
地
震
や
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が

起
こ
る
と
、
日
本
の
生
命
線
で
あ
る
首
都

と
東
海
道
の
復
旧
が
最
優
先
と
な
り
、
そ

れ
以
外
の
地
方
は
自
力
で
生
き
残
ら
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
来
な
い
と

い
う
こ
と
を
容
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
不
安
も
、
早
急
に
検
討
す
べ
き
課

題
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、い
つ
の
時

代
に
も
高
齢
者
が
犯
罪
に
狙
わ
れ
る
が
、

せ
め
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
名
を
語
っ
た
詐

欺
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
防
ぐ
こ
と
に
も
っ

と
注
意
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
続

け
る
た
め
に
は
、
自
己
資
金
が
つ
く
れ
な

い
と
い
う
大
き
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。
資

金
源
を
持
つ
労
働
組
合
や
宗
教
団
体
等

は
、
計
画
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
が
で

き
る
が
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
任
意
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
で
は
、
そ
の
都
度
寄
付
を
集
め
な
け

れ
ば
行
動
で
き
な
い
。
募
金
活
動
を
し
て

も
、
日
本
財
団
等
へ
の
助
成
金
申
請
を
し

て
も
、
知
名
度
の
あ
る
団
体
が
優
先
さ
れ

て
、
充
分
な
資
金
を
確
保
で
き
な
い
の
が

現
実
。
し
か
も
、
日
常
の
団
体
の
維
持
も

厳
し
く
、
公
的
な
入
札
等
の
事
業
へ
の
参

加
も
、
参
加
条
件
や
実
績
と
い
っ
た
ハ
ー

ド
ル
が
高
く
、
善
意
の
実
績
が
な
か
な
か

評
価
さ
れ
て
い
な
い
。

欧
米
に
お
け
る

災
害
ボ
ラ
ン
ティ
ア
へ
の
支
援

北
欧
で
は
、
企
業
が
資
本
金
率
に
応

じ
て
基
金
へ
の
拠
出
を
義
務
化
し
、
福
祉

や
社
会
活
動
、
防
災
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
支
え
る
と
い
う
制
度
を
決
め
て
い
る

国
が
あ
り
ま
す
。
ド
イ
ツ
の
ヨ
ハ
ン
ニ
ッ
テ

ル
（
修
道
院
）
は
、
救
急
車
を
大
量
に
持

ち
、
通
常
の
救
急
出
動
で
収
入
を
確
保
し

て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
資
金
を
得
て
い
ま
す
。 ボランティアによる復興イベント
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ド
イ
ツ
で
は
救
急
車
は
民
営
で
有
料
だ
が

利
用
者
は
保
険
が
適
用
で
き
る
と
い
う
お

互
い
の
利
益
に
な
る
制
度
の
お
か
げ
で
す
。

米
国
に
は
、
赤
十
字
や
救
世
軍
等
30
以

上
の
団
体
が
加
盟
す
る
全
米
災
害
救
援

民
間
機
構
（
Ｎ
Ｖ
Ｏ
Ａ
Ｄ
）
が
あ
り
、
教

会
を
中
心
に
大
き
な
フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン

を
も
っ
て
お
り
、
各
団
体
の
活
動
目
的
と

内
容
が
理
解
さ
れ
て
い
て
、シ
ス
テ
マ
チ
ッ

ク
に
行
動
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
Ｊ
Ｖ
Ｏ

Ａ
Ｄ
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
資
質

を
向
上
す
る
前
に
、
資
金
獲
得
の
道
を
築

い
て
欲
し
い
と
願
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
出
た
と
こ
勝
負
で
は
続
け
て
い
け
ま
せ

ん
。
人
助
け
と
い
う
美
談
に
満
足
し
て
、

身
銭
を
切
っ
て
続
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

は
限
界
が
来
る
。
こ
の
活
動
の
た
め
の
財

政
的
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
は
急
務
で
す
。

防
災
に
お
け
る
行
政
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
ティ
ア
等
と
の

連
携
・
協
働
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

今
年
度
、
政
府
は
全
国
の
自
治
体
向

け
に
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
連
携
し
た

活
動
の
進
め
方
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成

し
ま
し
た
。
た
だ
、
こ
れ
を
読
ん
だ
こ
と

で
、
今
後
の
災
害
で
被
災
地
の
市
町
村

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
協
働
が
理
想
的
に

進
め
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
災
害
対
策

基
本
法
に
は
、
地
方
自
治
体
は
、
災
害
時

に
「
住
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
災

害
か
ら
保
護
す
る
こ
と
を
責
務
と
す
る
」

と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
大
規
模
災
害

発
生
で
は
、
自
治
体
も
被
害
を
受
け
る
こ

と
も
あ
る
た
め
、
そ
う
し
た
中
、
多
数
の

被
災
者
の
ニ
ー
ズ
に
寄
り
添
い
、
よ
り
適

切
・
効
果
的
な
支
援
を
行
う
た
め
に
、
被

災
地
内
外
の
行
政
、
社
会
福
祉
協
議
会
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
が
、
災
害
行

政
と
協
働
し
て
被
災
者
支
援
に
当
た
る

と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
と
行
政
の
連

携
に
際
し
て
の
基
本
的
な
考
え
方
や
平

時
・
災
害
時
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
事
例

を
紹
介
し
、
災
害
時
に
行
政
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
と
連
携
す
る
際
の
あ
る

べ
き
姿
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
行
政
職
員

が
よ
り
多
く
の
災
害
対
応
に
関
わ
る
繋

が
り
、
防
災
・
減
災
に
向
け
た
地
域
ご
と

の
施
策
を
考
え
る
際
の
一
助
と
な
る
こ
と

を
期
待
す
る
と
い
う
も
の
で
す
が
、
問
題

が
多
く
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
来
る
と
い
う
前
提
へ
の
不
安
で
す
。
過

去
の
災
害
で
確
認
さ
れ
た
と
お
り
、
災
害

の
規
模
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
発
災

直
後
に
駆
け
付
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

短
期
間
で
極
端
に
減
っ
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
日
本
に
は
自
衛
隊
の
よ
う
に
常
に
動

員
人
数
を
確
保
し
て
い
る
団
体
も
あ
り
ま

せ
ん
。
災
害
発
生
を
契
機
に
人
と
モ
ノ
を

集
め
る
こ
と
に
な
り
、
受
け
入
れ
る
被
災

地
自
治
体
が
受
援
計
画
を
作
成
し
て
い
て

も
、
そ
の
時
で
な
け
れ
ば
具
体
的
な
活
動

が
見
え
な
い
の
が
現
状
で
す
。
従
っ
て
受

け
身
で
待
つ
の
で
は
な
く
、
地
元
の
共
助

体
制
を
強
化
し
て
、
数
日
間
は
地
元
の
自

力
連
携
の
育
成
に
力
を
入
れ
る
べ
き
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
調
整
に
つ
い
て
は
、
災
害
時
の
市

町
村
は
、
非
常
時
優
先
業
務
の
遂
行
の
た

め
に
、
全
国
の
自
治
体
や
指
定
公
共
機
関

の
応
援
を
得
て
、
や
っ
と
そ
の
体
制
を
維

持
で
き
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
被
災
者

の
多
様
化
す
る
個
別
対
応
に
は
職
員
の

限
界
が
あ
り
ま
す
。「
避
難
行
動
要
支
援

者
の
個
別
計
画
の
策
定
」
と
い
っ
た
制
度

に
よ
っ
て
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
支
援

を
地
域
住
民
に
委
ね
る
方
法
を
模
索
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
調
整
を
引
き
受
け
る
余
裕
が
あ

る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
結
局
、
社
会
福
祉

協
議
会
に
一
任
す
る
し
か
な
く
、
被
災
地

の
情
報
も
、
行
政
よ
り
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
よ
く
知
っ
て
い
る
の
が
現
実
で
す
。
外

部
か
ら
応
援
に
来
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
何
が
で
き
る
か
、
で
き
る
だ
け
長
く

応
援
し
て
も
ら
い
た
い
の
で
あ
れ
ば
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
宿
舎
や
休
息
場
所
と
食
事
等

を
提
供
し
て
、
活
動
の
資
金
を
集
め
る
た

め
の
保
証
を
引
き
受
け
る
…
せ
め
て
こ
れ

ぐ
ら
い
は
市
町
村
長
の
決
断
で
実
行
し
て

も
ら
え
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ボランティアによるガレキの撤去


